
◉研究の背景と目的
　青田は、環境美学が原生自然という意味での自然環境を離れて
人間環境へと目を向けるとき、そこには我々の日常への注目が含
まれていたとしている¹⁾。人為が重なる自然環境の中において
人々の関心が向くのは生活の中で出会う何気ない事象や対象であ
ることが理解でき、風景もその一部に含まれると考えられる。
　2019年、中国武漢で発生したCOVID-19は世界で感染拡大し、
社会環境や経済に大きな打撃を与え、人々の生活様式も大きく変
化した。日常における風景とは目的として経験されるものではな
く、個人のおかれた環境によって無意識のうちに目に留まり、風
景として認識されると考える。よって、コロナ禍という環境で生
じた疲れやストレスから解放するための手段として身近にある風
景に対する意識が高まったと予想する。
　本研究では、①社会に共有された風景イメージの変化を明らか
にするため、地方新聞の写真コンクールに応募された写真をもと
にコロナ以前からコロナ禍以降にかけての特徴分析、②コロナ禍
の日常の中で起きた風景に対する感性の変化を明らかにするた
め、地方新聞の読者投稿に現れた変化の分析、③とくに若年世代
の感性の変化を明らかにするため、アンケート調査にもとづく分
析を行い、風景と人の関係性と身体面、精神面においても不安定
な環境下で求められた風景の特質を明らかにする。

◉コロナ禍における風景と人の関係性と感性の変化
　生の自然だけでなく、人為的なものを含めて風景と認識し、風
景を様々な手段で美的に評価するようになったと考える。
　①の調査では、人物が自然や建造物などに趣を出させる要素と
しての役割に転換したことが確認できた。また、②と③の調査か
ら、人との直接的な交流は困難となったが、SNSなどを用いた間
接的な交流は変わらずに行われていた生活状況が確認できた。
　特に③の分析から、新型コロナによる生活様式の変化に伴っ
て、日常生活の中で関心が向く風景の対象範囲が拡大したことが
うかがえた。コロナ禍以前に日常であった人との交流の風景が、
コロナ禍という制約された環境下で直接的な交流ができた時、以
前よりもその風景に対する美的な感覚が強く作用していた。つま
り、人との出会いや関わりという行動自体が過去の美しい経験と
して認識されるようになった。また、他者とのつながりが強く求
められたコロナ禍という環境下で、SNSなどの投稿によって写真
に収められた風景体験を共有し他者からの共感を得ることをとお
して、そうした風景を美的に評価する行為が一般化していった。

◉風景の新たな価値と感性の変化
　風景の新たな価値として、日々の生活で生じる疲労やストレス
から人々を回復させる効果があることを挙げる。③の分析では、
コロナ禍という環境の変化を経験したことで人々に複雑な感情が
交錯している状況が見受けられた。図をもとに、コロナ禍の生活
環境とその生活を経験したことから求められるようになった生活
環境について整理した。

　

図　コロナ禍に対するイメージとコロナ禍において心動かされた瞬間の回答の比較

 　調査では、数値化された人の死に違和感を抱くことなく聞き
流すという行動、久しぶりに人と交流しても話題はコロナ関連の
話ばかりであった生活、子どもたちが道を挟んで距離をとって遊
んでいた姿など、コロナのストレスについての記述が複数挙げら
れた。このような状況から解放させてくれたのが、毎日の通勤で
出会う橋から見える海や色、身近にある草花、青空、鳥のさえずり、
他者の存在などの日常にある風景であった。風景は、人々がおか
れた環境を表す存在として人々の傍にあり、写真や言葉などで可
視化できる。しかし、それだけでなく人の生を強く感じさせ、人
と会って話すことの楽しさを再認識させてくれるなど、人々の心
身の状態を回復させる存在としての価値をもつことが示された。
　風景に日々の生活で生じる疲労やストレスから人々を回復させ
る効果があることはカプランら専門家が指摘してきたが²⁾、一般
の人々もそうした価値を認識するようになったことは、コロナ禍
を経て生じた風景に対する感性の変化だといえるだろう。
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新型コロナに対して
「私たちの自由を制限してくる敵」
「狭い部屋に押し込んでくるような感覚」
「人との対面的な出会いが少ない、閉鎖された印象」
「除菌など仕事内容が増えて面倒だった」
「色んなことが制限されて、行動しにくかった」

「何もできないし、外が怖い」
「数年前ほどではないが、目に見
えるものではないし、怖い印象
がある」
「マスク解禁など、社会が元に戻
りつつあるが、ポジティブな印
象を抱くことは難しい。未だに、
他人の咳やくしゃみの音を聞く
と不安な気持ちになる」

「人に会えなくて寂しかった」
「せちがらい世の中になってし
まった」
「自分と向き合い、人と会って意
見を交わせることの尊さを感じ
た」

「多くの人の人生を狂わせたもの
　　多くの夢を奪い去ったもの」
「世の中をかき回した、振り回された印象」
「世の中をガラリと変えた」
「憶測や噂で自殺に追い込まれた人がいて、
人間の嫌な部分を再認識させられた印象」
「常識が変わった」

「マスクしない選択を尊重してくれる人が意外
と多かった。3月まで保育士をしていたが、
行事がシンプルになって固定概念がなくなり、
新たなやり方が生まれたこと」
「自然の中ではオッケーと目を向けるように
なった」

「隔離期間、窓から友達の笑顔を
見たとき、涙が出そうになった
顔を合わせない間にお互いを思
いやっていることに感動した」
「以前まで行われていた祭りなど
の人と接するイベントでの、人々
の笑顔が眩しくて、懐かしくて、
泣きそうになった」

「マスクを外せない生活が続く中
で、外で思いっきり息を吸うの
が気持ち良かった。日に当たる
ことや風を感じること、よく歩
くことで日々の窮屈さを晴らし
ていたような気がする」
「自然の中ではオッケーと目を向
けるようになった」

「コロナになった際、いつも子育てに追われ
ていたことがありがたく感じられて、はや
く子供に触れたかった、そのときくれたお
手紙が嬉しかった」
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